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こほれる利根のみなかみに、

ひねもす銀の針を垂れ、

しづかに水に針を垂れ、

さしぐみきたる冬を待つ。

ああ、その空さへもうすくもり、

かみつけの山に雪くれば、

魚らひそかに針をのみ、

ま芝は霜にいろづけど、

ひとり岸邊に針を垂れ、

來らむとする冬を待つ。


底本：「萩原朔太郎全集　第三卷」筑摩書房

　　　1977（昭和52）年5月30日初版第1刷発行

　　　1986（昭和62）年12月10日補訂版第1刷発行

入力：kompass

校正：小林繁雄

2011年6月25日作成

青空文庫作成ファイル：

このファイルは、インターネットの図書館、青空文庫（http://www.aozora.gr.jp/）で作られました。入力、校正、制作にあたったのは、ボランティアの皆さんです。
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